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Ⅰ．調 査 要 領

１．調査時点及び調査対象期間

(1)調査時点 平成 24 年 4 月 1 日

(2)調査対象期間 平成 24 年 1 月～3 月期の実績および平成 24 年 4 月～6 月期の見通しにつ

いて調査した。

２．調査対象

当所会員企業を対象に、商業＋食品業部会、水産業部会、機械工業部会、建設業部会、観

光・サービス業＋諸業部会より各 30 社、計 150 社を抽出し郵送により調査した。

３．回収状況

企業数 回答企業数 回 答 率

商業＋食品業部会 30 社 15 社 50.0％

水産業部会 30 社 16 社 53.3％

機械工業部会 30 社 17 社 56.7％

建設業部会 30 社 22 社 73.3％

観光・サービス業＋諸業部会 30 社 21 社 70.0％

合 計 150 社 91 件 60.7％

注）本調査結果の中で、「Ｄ・Ｉ」値とある記号は、ディフュージョン・インデックス（景気動向

指数）の略で、各調査項目についての増加（好転・上昇）企業割合から減少（悪化・低下）
企業割合を差し引いた値（景気動向指数）を示す。
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Ⅱ．概 況

－業況は悪化・次期も悪化見込み－

１．全体の動き(業況)

四半期毎に実施している中小企業景況調査の今期（平成 24 年 1 月～3 月）の全業種平均 DI

値（「好転」と答えた企業と「悪化」と答えた企業の割合の差）は、前年同期比では△29.7 と

前回調査時の△30.8 からほぼ横ばいの状況となりました。前回の調査では次期見通しが-52.2

の悪化と予想されていたため、予想ほど景況は悪化しなかったという結果になりました。市内

経済を取り巻く経営環境は今後も大きな改善は見られないという状況が予想されています。

部会別で前年同期比ベースをみると、商業・食品業［前年 DI 値△12.5→今期△46.7］、水産

業［前年 DI 値△64.3→今期△31.3］、機械工業［前年 DI 値△30.8→今期△23.5］、建設業［前

年 DI値△42.1→今期△36.4］、観光・サービス・諸業［前年 DI値△28.6→今期△14.3］となり

ました。業況は依然マイナス水準で推移しているものの、水産業、機械工業、建設業、観光・

サービス・諸業においてはいずれもマイナスながらも前年 DI値に比べると少し改善している動

きがみられます。反面、商業・食品業については全体的に業況が悪くなっている状態であり、

夏場商戦に期待を持ちたいところです。

来期（平成 24 年 4 月～6月）については、今期と比べて業況判断 DI が 1.1 ポイント悪化

見通しで、ほぼ横ばいのグラフ結果となっています。

業況推移 (全業種平均Ｄ・Ｉ）
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今期の業況（前年同期比）
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好転

不変

悪化

経営上の問題点としては、需要の停滞が水産業（原料不足原料単価上昇）以外の全業種で訴

えられており、依然として景気停滞感が強く出ています。

■部会別の動向

【商業・食品業部会】 〔業況判断 DI 値（前年同期比）△46.7（前年 DI 値△12.5、来期見通し

△40.0）〕

業況 DI 値（前年同期比）は、前年 DI 値よりも景況悪化が見られます。人口の減少や景気低

迷による購買力の低下停滞を訴える声が多く聞かれます。来期見通しは△40.0 という厳しい予

想ですが、夏場商戦に向けての期待を持ちたいところです。

経営上の問題点としては「需要の停滞」に加え、「消費者ニーズの変化への対応」「購買力の

他地域への流出」「購買単価の低下・上昇難」を訴える声が多く寄せられています。

《業界の問題点等》

・街に魅力が無い！日曜日を休んでいる、購買が他地域へ流出しても〝当たり前〟（小売）

経営上の問題点（商業・食品業部会）
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【水産業部会】 〔業況判断 DI 値（前年同期比）△31.3（前年 DI値△64.3、来期見通し△18.8）〕

流氷が去った浜の状況は、依然として厳しい状況で推移しています。浜の声として、原料不

足と原料価格上昇が水産加工業に打撃を与えているので経営内容は良くないと聞きます。流氷

の居座りで海明けが遅かった影響なども出ていますが、毛ガニの本格シーズンを迎え、見通し
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としては少し改善していくとの見方が広がっています。経営上の問題点としては「原材料の不

足」「原材料価格の上昇」を訴える声が多く寄せられています。

《業界の問題点等》

・震災以降の売上、需要の伸びが小さく、利益確保が難しい。（水産加工）

・原料不足・原料高騰（水産加工）

経営上の問題点（水産業部会）
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【機械・工業部会】 〔業況判断 DI 値（前年同期比）△23.5（前年 DI 値△30.8、来期見通し△

17.6）〕

今回調査時点では、エコカー補助金とエコカー減税があり、この効果が現れているのではな

いかと推測していますが、以前のエコカー補助金エコカー減税の時よりは回復がなされていな

い数字となっております。（ちなみに以前の時はプラスへ回復しました。）

経営上の問題点としては、「民間需要の停滞」「官公需の停滞」を訴える声が多く寄せられて

います。

《業界の問題点等》

・ 従業員の資質（向上に向けた取り組みが必要）（印刷業）

・ 熟練技術者の不足（鉄工業）

・ 管内の住宅着工数の落ち込みが激しく、ピーク時の１０分の１まで低下しています。大手

ハウスメーカーの進出などで厳しさも増している状況です。（製造業）

・ 天候の不順にて、仕事の時期が遅くなり、今期は厳しかった。次期に期待します。（修理業）

・

経営上の問題点（機械・工業部会）
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【建設業部会】 〔業況判断 DI 値（前年同期比）△36.4（前年 DI 値△42.1、来期見通し△54.5）〕

今期の DI 値は前年 DI 値とほぼ横ばいの状況で厳しい状態が続いています。今後夏シーズン

に突入し、工事量の増加や土木建築工事が増えることを期待したいところですが、大震災の復

興優先のムードが依然根強く、公共工事の更なる縮減が続くとの声も聞こえてきています。

経営上の問題点としては「民間需要の停滞」「官公需の停滞」「材料単価の上昇」「請負単価の

低下・上昇難」を訴える声が多く寄せられています。

《業界の問題点等》

・公共工事が少ない。このままでは危険（建設）

経営上の問題点（建設業部会）
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【観光・サービス・諸業部会】 〔業況判断 DI 値（前年同期比）△14.3（前年 DI 値△28.6、来

期見通し△19.0）〕

今期は、前回調査（平成 23年 9～12 月期）の来期見通しが-58.8 だった予想から見ると、飲

食関係サービス関係の震災影響で自粛していたお客様が戻りつつあるとの数字の表れではない

かと思います。全業種の景気状況に左右される業種であり、今後の見通しからも徐々に良くな

っていくのではないかと見ております。

経営上の問題点としては、「需要の停滞」「材料等仕入単価の上昇」を訴える声が多く寄せら

れています。

《業界の問題点等》

・①毎年 500 人前後の市人口の減少 10年後には 2万人を切るのでは？）人口の流出を止めるた

めの対策が必要。（企業誘致、若者の働き口確保等） ②毎年高齢化が進んでいるので、子売

れ者向けのサービスを考えていかなければ生き残れないと思う。（飲食業）

・業況は悪くも良くもない状態です。国に頼っていては進歩も望めない。今こそ売上に結びつ

ける良い方法を考え、経費の削減を図り、観光客に心のこもったおもてなしを提供する。ま

た、紋別のまちの良さを知って貰って、災害のない街というＰＲ強化を図る。（運送業）

・①２月に羽田紋別直行便復活で本州本面のお客様が戻った。 ②昨年の 3.11 震災の影響が無

くなった。 ③これからの観光本番を迎えるに当たり、ガソリン高騰が心配の種。 ④企業

努力の結果増加した。（飲食業）
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経営上の問題点（観光・サービス業部会）
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２．今期の動向

(1)今期の売上高・生産高

【前年同期比】（平成 23年 1 月～3月期の水準と比較した今期の売上高）

売 上 状 況（全業種平均Ｄ・Ｉ）

-25.0

-36.1

-30.5

-47.0

-42.5

-40.0
-43.1

-65.2

-33.3

-41.3
-42.5

-44.8

-48.6

-35.5

-43.3

-28.1

-38.9

-46.0

-36.6

-46.9

-16.2

-35.1

-44.9
-31.9

-28.6

-70.0

-60.0

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

H18
4-6

H18
7-9

H18
10-12

H19
1-3

H19
4-6

H19
7-9

H19
10-12

H20
1-3

H20
4-6

H20
7-9

H20
10-12

H21
1-3

H21
4-6

H21
7-10

H21
10-12

H22
1-3

H22
4-6

H22
7-9

H22
10-12

H23
1-3

H23
4-6

H23
7-9

H23
10-12

H24
1-3

次
期
見
通

（増加－減少）



- 7 -

今期の売上高・生産高（前年同期比）
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増加

不変

減少

全業種平均で DI 値△28.6〔前回調査時（平成 23年 10～12 月期△35.1）より 6.5 ポイント改

善。

［部会別 DI 値］ 商業・食品業〔前年△12.5→△46.7〕、水産業〔前年△64.3→△31.3〕

機械工業 〔前年△30.8→△29.4〕、建設業〔前年△42.1→△18.2〕

観光･ｻｰﾋﾞｽ業〔前年△28.6→△23.8〕

(2)今期の採算

【前年同期比】（平成 23年 1 月～3月期の水準と比較した今期の採算水準）

採 算 推 移（全業種平均Ｄ・Ｉ）
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H20
7-9

H20
10-12

H21
1-3

H21
4-6

H21
7-10

H21
10-12

H22
1-3

H22
4-6

H22
7-9

H22
10-12

H23
1-3

H23
4-6

H23
7-9

H23
10-12

H24
1-3

（好転－悪化）
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今期の採算（前年同期比）

47.3 46.7 43.8
52.9

45.5 47.6

45.5

11.0 13.3 11.8

50.040.0 38.1
35.341.7

6.3
14.39.1

全業種 商業＋食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・サービス業

好転

不変

悪化

全業種平均で DI 値△36.3〔前回調査時（平成 23年 10～12 月期△35.2）より 1.1 ポイント悪

化〕

［部会別 DI 値］ 商業・食品業〔前年△6.3→△33.3〕、水産業〔前年△64.3→△37.5〕

機械工業 〔前年△15.4→△41.2〕、建設業〔前年△31.6→△36.4〕

観光･ｻｰﾋﾞｽ業〔前年△25.0→△33.3〕

(3)今期の資金繰り

【前年同期比】（平成 23年 1 月～3月期の水準と比較した今期の資金繰り）

今期の資金繰り（全業種平均Ｄ・Ｉ）

-16.0

-26.8

-17.9

-28.7

-17.8

-27.9

-26.4

-39.6

-19.6

-28.6

-22.5
-21.8

-24.8
-26.5

-18.3

-11.0-13.4
-22.4

-32.6
-28.2

-32.7

-29.6
-22.7

-20.0

-24.4

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

H18
4-6

H18
7-9

H18
10-12

H19
1-3

H19
4-6

H19
7-9

H19
10-12

H20
1-3

H20
4-6

H20
7-9

H20
10-12

H21
1-3

H21
4-6

H21
7-10

H21
10-12

H22
1-3

H22
4-6

H22
7-9

H22
10-12

H23
1-3

H23
4-6

H23
7-9

H23
10-12

H24
1-3

次
期
見
通

（好転－悪化）
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今期の資金繰り（前年同期比）

25.6
33.3

12.5

35.3
22.7 25.0

81.3
72.7 70.0

60.0
68.8

58.8

5.9
5.6

6.36.7 5.04.5

全業種 商業＋食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・サービス業

好転

不変

悪化

全業種平均で DI 値△20.0〔前回調査時（平成 23年 10～12 月期△22.7）より 2.7 ポイント改

善〕

［部会別 DI 値］ 商業・食品業〔前年△31.3→△26.7〕、水産業〔前年△28.6→△6.3〕

機械工業 〔前年△15.4→△29.4〕、建設業〔前年△26.3→△18.2〕

観光･ｻｰﾋﾞｽ業〔前年△28.6→△20.0〕

(4)今期の在庫水準

【前年同期比】（平成 23年 1 月～3月期の水準と比較した今期の在庫水準）

今期の在庫水準（前年同期比）

16.1
6.7

25.0

66.7

68.8

26.7

6.3

67.7

16.1

全業種 商業＋食品業 水産業

過大

適正

不足

全業種平均で DI 値 0.0〔前回調査時（平成 23 年 10～12 月期△8.5）より 8.5 ポイント在庫

増加〕

［部会別 DI 値］ 商業・食品業〔前年△18.8→20.0〕、水産業〔前年△21.4→△18.8〕
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(5)今期の金融機関の貸出姿勢

【前年同期比】（平成 23年 1 月～3月期の水準と比較した今期の金融機関の貸出対応）

今期の金融機関の貸出姿勢

10.8
0.0

18.8
6.3

20.0
5.6

92.3

75.0

7.2 6.3

88.9
70.0

87.581.9

6.37.7 10.0 5.6

全業種 商業＋食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・サービス業

緩い

不変

厳しい

全業種平均で DI 値△3.6 ポイント。商業食品業 7.7 水産業△12.5 機械工業 0.0 建設業△10.0 観

光サービス業 0.0

(6)今期の借入金の金利水準

【前年同期比】（平成 23年 1 月～3月期の水準と比較した今期の借入金の金利水準）

今期の借入金の金利水準

11.3 12.5

81.3
84.2

3.8 0.0 6.3 0.0 0.0

5.3
15.4 11.813.3

88.285.0
84.6 86.7

10.5

全業種 商業＋食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・サービス業

上昇

不変

低下

全業種平均で DI 値△7.5。商業食品業△15.4 水産業△6.3 機械工業△13.3 建設業 5.3 観光サ

ービス業△11.8。
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(7)設備投資の実施状況

今期の店舗・社屋・工場等への設備投資実施状況について

設備投資の実施状況

１．実施し
た
9%

２．来期実
施予定
4%

３．次期未
定だが実施

予定
13%

４．実施予
定なし
73%

３．来期の見通し

(1)来期の業況

【今期比】（平成 24年 1月～3月期の水準と比較した来期の業況見通し）

次期の業況見通し（今期比）

42.9 46.7
31.3 35.3

54.5
42.9

56.3

12.1 6.7 12.5 17.6

0.0

23.8

33.3

45.5

45.0
47.1

46.7

全業種 商業＋食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・サービス業

好転

不変

悪化

全業種平均で DI 値△30.8〔今期の業況（前年同期比△29.7）より 1.1 ポイント悪化の見通し〕
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(2)来期の売上高・生産高

【今期比】（平成 24年 1月～3月期の水準と比較した来期の売上高・生産高見通し）

次期の売上高・生産高見通し（今期比）

46.2
53.3

37.5 35.3

54.5
47.6

39.5

45.5

14.3
6.7

25.0
17.6 23.8

40.0

37.5
28.6

47.1

0.0

全業種 商業＋食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・サービス業

増加

不変

減少

全業種平均で DI 値△31.9〔今期の売上高・生産高（前年同期比△28.6）より 3.3 ポイント悪

化の見通し〕

(3)来期の資金繰り見通し

【今期比】（平成 24年 1月～3月期の水準と比較した来期の資金繰り見通し）

次期の資金繰り見通し（今期比）

30.2

46.7

18.8 23.5
33.3

40.0

63.9

46.7

81.3
64.7

66.7 50.0

5.8 6.7
0.0

11.8
0.0

10.0

全業種 商業＋食品業 水産業 機械工業 建設業 観光・サービス業

好転

不変

悪化

全業種平均で DI 値 △24.4〔今期の資金繰り（前年同期比△20.0）より 4.4 ポイント悪化の

見通し〕
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Ⅲ．各 指 標

全 体
商 業

食品業
水産業 機械工業 建設業

観光ｻｰﾋﾞ

ｽ・諸業

今期実績 △２９．７ △４６．７ △３１．３ △２３．５ △３６．４ △１４．３業況判断

Ｄ・Ｉ 来期見通し △３０．８ △４０．０ △１８．８ △１７．６ △５４．５ △１９．０

今期実績 △２８．６ △４６．７ △３１．３ △２９．４ △１８．２ △２３．８売上

Ｄ・Ｉ 来期見通し △３１．９ △４６．７ △１２．５ △１７．６ △５４．５ △２３．８

今期実績 ０．０ ２０．０ △１８．８ ―― ―― ――在庫

Ｄ・Ｉ 来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ――

今期実績 △３６．３ △３３．３ △３７．５ △４１．２ △３６．４ △３３．３採算

Ｄ・Ｉ 来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ――

今期実績 △２０．０ △２６．７ △６．３ △２９．４ △１８．２ △２０．０資金繰り

Ｄ・Ｉ 来期見通し △２４．４ △４０．０ △１８．８ △１１．８ △３３．３ △３０．０

今期実績 △３．６ ７．７ △１２．５ ０．０ △１０．０ ０．０金 融 機 関

貸 出 姿 勢

Ｄ・Ｉ 来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ――

今期実績 △７．５ △１５．４ △６．３ △１３．３ ５．３ △１１．８借入金

金利水準

Ｄ・Ｉ 来期見通し ―― ―― ―― ―― ―― ――

※借入金金利水準 D・I 値のプラス値については、借入金利が上昇したと感じた回答が多い時にプ

ラス値で表示されます。


